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(ヒト脂肪組織における発現遺伝子の解析と新しい脂肪組織特異的













脂肪組織 RNA を用いて， dam+ の大腸菌内で増幅した plasmid pUC19 を基に作った vector primer から，岡山ら
の方法によって cDNA を合成。ニックトランスレーションで 2 本鎖 DNA とし，ついで cDNA のみを dam 感受性の
4 塩基切断酵素 Mbo 1, vector は Mbo 1 と対合末端をつくる Bam Hl で切断し， self ligation 後， transformant を
得る。 96穴のプレートで育てた大腸菌から PCR により cDNA insert を増幅し，シークエンス解析を施行，同様にし
て作られた他臓器(種々の血液細胞，骨芽細胞，線維芽細胞，角膜，大揚粘膜，肺，ケラチノサイト等)の遺伝子発




関連で検討されてきた PPARγ2， fatty acid binding protein, adipsin はいずれも脂肪組織特異的に発現していた。
また脂肪蓄積に関わる lipoprotein lipase, acyl-CoA synthetase，結合組織としての osteonectin ， integrin, collagen 
等の発現が多く従来より予想された機能が示された。一方，予想外に多く比較的特異的に脂肪組織に発現していたも
のとして gelsolin ， plasma glutathione peroxidase, carboxypeptidase E がある。これらは Northern blot analysis 
でも脂肪組織での発現を確認し得， ge1solin は脂肪細胞の特徴的な形態変化に， p1asma glutathione peroxidase は蓄
積された脂肪滴に対する抗酸化作用に， carboxypeptidase E は脂肪細胞における分泌小胞様の輸送機転に関与すると




で最も頻度の高かった apM1 (Adipose Most Abundant Gene Transcript 1) は分泌蛋白の特徴とコラーゲン様領域
の構造を持ち，その C 末端側にコラーゲン X， VIII , C1q と高い相向性を有していた。 apM1 は adipsin と 1eptin に続
く脂肪細胞から特異的に分泌される第三の新しい血清蛋白と考えられる。
〔総括〕
ヒト脂肪組織の大量 cDNA シークエンスを行い，従来より報告されていた遺伝子以外に ge1solin， p1asma glutathｭ
ione peroxidase, carboxypeptidase E，各段階の補体因子等の発現を認めた。また，脂肪細胞から特異的に分泌され











pose Most Abundant Transcript 1) を発見した。
分泌臓器としての脂肪組織の概念を確立すると共に，新たな脂肪組織機能の可能性が提唱された研究であり，学位
論文に値すると考える。
